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１．八代市景観計画の策定経過等 

 

（１） 策定体制 
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（２） 策定経過 

 

年月日 事 項 

平成 29 年 1 月 30 日 支援委託業務の着手 

平成 29 年 3 月 10 日～ 3 月 31 日 市民対象アンケート調査の実施 

平成 29 年 3 月 24 日 八代市景観計画策定委員会設置要綱の制定・施行 

平成 29 年 4 月 18 日～ 5 月 12 日 職員対象アンケート調査の実施 

平成 29 年 4 月 27 日～ 5 月 19 日 学生対象アンケート調査の実施 

平成 29 年 5 月 17 日～ 6 月 30 日 八代市景観まちづくり会議メンバーの募集 

平成 29 年 7 月 30 日 やつしろ景観まちづくりセミナーの開催 

平成 29 年 8 月 29 日 八代市景観計画庁内勉強会（職員勉強会）の開催 

平成 29 年 9 月 5 日 第１回八代市景観まちづくり会議の開催 

平成 29 年 10 月 14 日 第２回八代市景観まちづくり会議の開催、まち歩きの実施 

平成 29 年 12 月 20 日 第１回八代市景観計画策定委員会作業部会の開催 

平成 30 年 1 月 20 日 熊本県地域景観セミナーIN 八代の開催 

平成 30 年 1 月 24 日 第３回八代市景観まちづくり会議の開催 

平成 30 年 2 月 2 日 第１回八代市景観計画策定委員会の開催 

平成 30 年 2 月 28 日 第４回八代市景観まちづくり会議の開催 

平成 30 年 5 月 10 日 第２回八代市景観計画策定委員会の開催 

平成 30 年 6 月 27 日 第２回八代市景観計画策定委員会作業部会の開催 

平成 30 年 8 月 7 日 第３回八代市景観計画策定委員会の開催、景観資源見学会の実施 

平成 30 年 9 月 19 日 第３回八代市景観計画策定委員会作業部会の開催 

平成 30 年 10 月 26 日 第４回八代市景観計画策定委員会の開催 

平成 31 年 1 月 11 日 第５回八代市景観計画策定委員会の開催 

平成 31 年 2 月 5 日 委員会から市長への八代市景観計画（案）の答申 

平成 31 年 3 月 4 日～ 4 月 2 日 八代市景観条例（案）のパブリックコメント実施 

令和 元年 7 月 9 日 八代市景観条例の制定 

令和 元年 7 月 24 日 八代市景観条例の公布 

令和 元年 8 月 2 日 景観行政団体になる旨の告示 

令和 元年 9 月 1 日 八代市景観条例の施行、景観行政団体へ移行 

令和 元年 9 月 26 日～10 月 25 日 八代市景観計画（案）のパブリックコメント実施 

令和 2 年 2 月 5 日 八代市都市計画審議会の意見聴取 

令和 2 年 3 月 5 日 八代市景観計画の告示 

令和 2 年 4 月 1 日 八代市景観計画の施行 
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２．八代市景観計画策定委員会 

 

（１） 八代市景観計画策定委員会 設置要綱 

平成２９年３月２４日 

告示第    ３０号 

   八代市景観計画策定委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 景観法（平成１６年法律第１１０号）に基づく八代市景観計画（以下「景観計画」という。）

の策定及び八代市景観条例（以下「景観条例」という。）の制定に当たり、幅広い観点から検討を行

うため、八代市景観計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）景観計画の案の作成に関すること。 

（２）景観条例の案の作成に関すること。 

（３）その他前２号に掲げる事務に関し必要な事項 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

（１）景観行政に関し識見を有する者 

（２）景観行政に関係する団体が推薦する者 

（３）市民を代表する者 

（４）関係行政機関の職員 

（５）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、景観計画の策定及び景観条例の制定が終了するまでとする。 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を

代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集する。ただし、委員長が選任されて

いないときは、市長が招集する。 

２ 会議の議長は、委員長をもって充てる。 

３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければこれを開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見を聴き、又は

資料の提出を求めることができる。 
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 （作業部会） 

第７条 第２条に規定する所掌事務の事前調査及び調整を行うため、委員会に作業部会を置く。 

２ 作業部会は、部会長及び部員をもって組織する。 

３ 部会長は建設部建設政策課長をもって充て、部員は部会長が指名する者をもって充てる。 

４ 作業部会の会議は、部会長が招集し、その議長となる。 

 （庶務） 

第８条 委員会及び作業部会の庶務は、建設部建設政策課において処理する。 

 （その他） 

第９条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定

める。 

   附 則 

 この告示は、公布の日から施行する。 
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（２） 八代市景観計画策定委員会 委員名簿 

 

No. 所属団体名 役 職 氏 名 よみがな 備考 

1 
火の国未来づくりネットワーク 

八代ブロック 
顧問 岡田 敏代 おかだ としよ   

2 熊本県建築士会八代支部 青年部会長 尾﨑 寿昭 おざき としあき   

3 一般社団法人 DMO やつしろ 代表理事 神園 喜八郎 かみぞの きはちろう   

4 八代市商工会 会長 
黒木 計 くろき はかる 第 1・2 回 

建貝 幸一郎 たてがい こういちろう 第 3・4・5 回 

5 まちなか活性化協議会 
タウンマネ

ージャー 
櫻井 力助 さくらい りきすけ   

6 
熊本県立大学 

環境共生学部 居住環境学科 
教授 柴田 祐 しばた ゆう 委員長 

7 
熊本県県南広域本部 

土木部 景観建築課 
課長 田口 順也 たぐち じゅんや   

8 八代市農業委員会 副会長 
千代永 三義 ちよなが みよし 第 1・2 回 

内田 孝光 うちだ たかみつ 第 3・4・5 回 

9 八代市地域協議会連絡会議 会長 德田 武治 とくだ たけはる   

10 八代商工会議所 会頭 松木 喜一 まつき きいち   

11 湯の里日奈久振興会 理事 松本 啓佑 まつもと けいすけ   

12 八代市文化財保護委員会 委員長 松山 㱰三 まつやま じょうぞう   

13 八代経済開発同友会 事務局長 盛髙 経博 もりたか つねひろ   

14 
熊本高等専門学校 八代キャンパス 

建築社会デザイン工学科 
教授 森山 学 もりやま まなぶ 副委員長 

15 
国土交通省  九州地方整備局 

八代河川国道事務所 河川環境課 
課長 山本 恭裕 やまもと やすひろ   

(順不同、敬称略) 
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３．アンケート調査結果（市民意向） 

 

■実施期間：平成 29 年 3 月 10 日（金）～31 日（金） 

■有効回答数：977 人 

■回収率：32.6％（977 人/3,000 人） 

 

【結果概要】 

 市民の景観に対する意識は高く、八代市全体の景観は「一部自慢できる」という評価が過半数 

 一方、居住地域の景観は「自慢できる景観はあまりない」との評価が４割 

 市民が考える良い景観は「緑があふれる、ごみのないまち」、悪い景観は「廃屋、空き家が目立

つ」こと 

 「八代城跡や浜松軒等の歴史的な雰囲気の残る場所」が、良好な景観まちづくりに重要と評価 

 景観ルールは「市全域に緩やかなルール、重要な地区にきめ細やかなルールを設定」が半数 

 必要なルールは「敷地の緑化」、「建物のデザイン、色彩、素材」 

 日常生活で「不快な色彩はない」が過半数、「不快に思う屋外広告物はない」が７割と、色彩・

屋外広告物に関する市民の問題意識は低い 

 市民ができる景観の取り組みは「生垣、庭先、ベランダの緑化」、「まちの清掃活動への参加」が

３割 

 今後良好な景観まちづくりに向けて必要なことは、「道路の緑化」、「電線の地中化」、「公共施設

の質の向上」など、公共施設に関する意見が多い 
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●景観の現状について 

 「普段からまちなみや自然の景観が気になる」が 73％ 

 全体的な八代市の景観は「一部自慢できる景観である」が 53％、「自慢できる景観はあまりない」

が 27％ 

 居住地域に「自慢できる景観はあまりない」が 39％、「一部、自慢できる景観である」が 33％ 

 市民が考える良い景観とは「緑あふれるまち」と「ごみのない清潔なまち」が 22％と同程度 

 八代市の悪い景観は「廃屋、空き家が目立つ」が 23％ 

 良好な景観まちづくりに重要な場所は「八代城跡や浜松軒等の歴史的な雰囲気の残る場所」が

21％ 

 

●景観まちづくりのルールについて 

 「市全域に緩やかなルールを設け、重要な地区についてきめ細やかなルールを設けたほうがよい」

が 47％ 

 必要なルールは「住宅や店舗等の敷地の緑化」が 27％、「建物のデザイン、色彩、素材」が 25％ 

 

●色彩について 

 日常生活で不快な色彩は「ない」が 51％、「時々ある」が 44％ 

 不快な色彩は「道路上や店舗前の立て看板やのぼり」が 31％、「周辺の風景と色合いの違う看板」

が 22％ 

 「重要な区域に限り制限し、一般的な地域は極端な色彩のみを制限すべき」が 29％、「極端な色

彩のみを制限すべきで、あとは個人の良識にまかせるべき」が 26％ 

 

●屋外広告物の制限について 

 「不快に思う屋外広告物はない」が 72％、「ある」が 28％ 

 「飲食店街の色彩を制限すべき」が 21％、「幹線道路沿線の色彩を制限すべき」が 17％ 

 不快な屋外広告物は「ポスターや置き看板、のぼり旗等」が 26％ 

 不快に思う理由は「管理の不行き届き」が 19％ 

 屋外広告物の規制場所は「歴史・文化の残る地区」が 33％ 

 

●良好な景観まちづくりに向けた取り組みについて 

 景観のためにできる取り組みは、「生垣、庭先、ベランダの花による緑化」が 28％、「自治会等

によるまちの清掃活動への参加」が 27％ 

 今後必要なことは、「街路樹・花等による道路の緑化を進める」が 15％、「電線の地中化を進め

る」が 13％、「公共施設整備の質の向上を図る」が 12％ 

 

  



 

86 

●回答者について 

 

・性別については、女性が 57％、男性が 43％を占める。 

・年齢は、どの年代からも回答していただいており、50 代が 26％、40 代が 20％と多い。 

・小学校区は、どの校区からも回答していただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女

554

57%

男

416

43%

性別

N=970

18～19 歳

29

3%

20～29 歳

91

9%

30～39 歳

146

15%

40～49 歳

191

20%

50～59 歳

252

26%

60～69 歳

127

13%

70 歳以上

137

14%

年齢

N=973

代陽校区

73

8%
八代校区

68

7% 太田郷校区

111

11%

植柳校区

35

4%

麦島校区

55

6%松高校区

97

10%
八千把校区

106

11%

高田校区

71

7%

金剛校区

37

4%

郡築校区

29

3%

昭和校区

11

1%

宮地校区

32

3%

龍峯校区

7

1%

日奈久校区

20

2%

二見校

区

8

1%
坂本校区

31

3%

千丁校区

64

7%

鏡校区

92

9%

東陽校区

12

1%
泉校区

13

1%

住所

N=972
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●回答者について 

 

・居住年数は、20 年以上の方が 73％と最も多く、次いで 10 年～20 年未満が 13％と続く。 

・職業は会社員が 29％、次いで無職および主婦（夫）が 15％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1年未満

30

3%

1年～5年未満

59

6%

5年～10年未満

46

5%

10年～20年未満

127

13%20年以上

713

73%

居住年数

N=975

会社員

286

29%

公務員

65

7%

サービス業

46

5%
農林水産業

42

4%

自営業

94

10%

主婦（夫）

141

15%

学生

51

5%

無職

147

15%

その他

99

10%

職業

N=971
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●景観の現状について 

 

問 1. 普段、まちなみや自然の景観が気になるか？ 

・まちなみや自然の景観が「時々気になる」との回答が 51％と最も多く、「常日頃から気になる」

の 22％と合わせると、73％の方が普段から景観が気になると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2. 全体的な八代市の景観について、どう思うか？ 

・「一部自慢できる景観である」との回答が 53％と最も多いが、「自慢できる景観はあまりない」

との意見も 27％挙がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常日頃から気

になる

213

22%

時々気になる

499

51%

あまり気にな

らない

222

23%

全く気にならない

39

4%

N=973

全体的に自慢でき

る景観である

54

6%

一部、自慢でき

る景観である

516

53%

自慢できる景観

はあまりない

263

27%

全く自慢できる

景観ではない

33

3%

八代全体の景

観について考え

たことがない

109

11%

N=975
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問 3. 居住地域の景観について、どう思うか？ 

・居住地域に「自慢できる景観はあまりない」との回答が 39％と最も多いが、「一部、自慢できる

景観である」との意見も 33％を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4. 「良い景観」とは？ 

・市民がイメージする良い景観とは、「緑あふれるまち」と「ごみのない清潔なまち」との意見が

22％と同程度を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的に自慢でき

る景観である

63

6%

一部、自

慢できる

景観であ

る

325

33%
自慢できる景観

はあまりない

382

39%

全く自慢できる景

観ではない

94

10%

住んでいる地域周辺の景観

について考えたことがない

112

12%

N=976

597 (22.1%)

593 (21.9%)

422 (15.6%)

173 (6.4%)

168 (6.2%)

166 (6.1%)

157 (5.8%)

154 (5.7%)

109 (4.0%)

81 (3.0%)

32 (1.2%)

18 (0.7%)

32 (1.2%)

0 200 400 600 800

緑あふれるまち

ごみのない清潔なまち

歴史的な建物・まちなみ

やまなみへの眺望があるまち

電線・電柱のないまちなみ

きれいな海岸

デザインされた歩道、照明、柵等

色や形が調和したまちなみ

ライトアップされた夜間のまちなみ

広告物が整理されたまちなみ

近代的なビルが建ち並ぶまち

建物の高さの揃ったまちなみ

その他
N=2702

（複数回答）
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問 5. 八代市の「悪い景観」とは？ 

・八代市の悪い景観は、「廃屋、空き家が目立つ」が 23％と群を抜いて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6. 八代市の良好な景観まちづくりに向けて、守り、育てるべき重要な場所は？ 

・良好な景観まちづくりに重要と思う場所は、「八代城跡や浜松軒等の歴史的な雰囲気の残る場所」

が 21％であり、２位以降の場所より２倍以上も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

590 (23.4%)

297 (11.8%)

289 (11.5%)

209 (8.3%)

205 (8.1%)

184 (7.3%)

125 (5.0%)

114 (4.5%)

80 (3.2%)

65 (2.6%)

53 (2.1%)

50 (2.0%)

49 (1.9%)

46 (1.8%)

40 (1.6%)

33 (1.3%)

10 (0.4%)

77 (3.1%)

0 200 400 600 800

廃屋、空き家が目立つ

休耕田や荒れ地が増えた

草木の手入れが十分とは言えず、近づきにくい河川

電柱や電線が目立つ

まちなかや通りに緑が少なくなってきている

歴史的な建物やなじみの風景が少なくなってきている

農地や里山を感じる場所が少なくなっている

電柱へのはり紙や道路上の立看板が目立つ

街灯や車止めのデザインに統一感がない

屋外広告物のデザイン・色彩が周辺と不調和である

建物の形態が周辺と不調和である

屋外広告物が大きく、数量も多い

突出した高さの建物があり、高さが不ぞろいである

携帯電話の基地局（鉄塔）が周辺と不調和である

やまなみへの眺望が失われた

建物の色彩が周辺と不調和である

夜間照明が目立つ

その他
N=2516

（複数回答）

587 (20.7%)

266 (9.4%)

257 (9.1%)

234 (8.3%)

227 (8.0%)

201 (7.1%)

185 (6.5%)

165 (5.8%)

153 (5.4%)

128 (4.5%)

88 (3.1%)

85 (3.0%)

78 (2.8%)

53 (1.9%)

36 (1.3%)

30 (1.1%)

27 (1.0%)

5 (0.2%)

28 (1.0%)

0 200 400 600 800

八代城跡や松浜軒等の歴史的な雰囲気の残る場所

まちなかの商店街

八代妙見祭や神楽等の祭事、神事及びそれらが行われる場所

まちなかを流れる雄大な河川

歴史ある日奈久温泉街

やつしろ全国花火競技大会等の季節の催し

身近な自然を楽しめる道

交通の要衝となる場所

緑豊かでまとまりと落ち着きのある住宅地

平家伝説で知られる秘境五家荘や東陽の石橋群などの文化的な風景

賑わいのある幹線道路の沿道景観

山村集落や棚田等の里山、農村の風景

八代海の海沿い

広大な干拓地の田園風景

大規模な工場が立地する工業景観

国見岳や八竜山などの雄大な山々

モダンな建築物が立ち並ぶ風景

中高層のビルが立ち並ぶまちなみ

その他 N=2833
（複数回答）
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●景観まちづくりのルールについて 

 

問 7. 景観まちづくりのルールは必要か？ 

・「市全域に緩やかなルールを設け、重要な地区についてきめ細やかなルールを設けたほうがよい」

が 47％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8. 景観まちづくりに、どのようなルールが必要か？ 

・景観まちづくりに必要なルールは、「住宅や店舗等の敷地の緑化」が 27％と最も多く、次いで「建

物のデザイン、色彩、素材」が 25％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市全域にきめ細か

なルールを設けた

ほうがよい

74

8%

市全域に緩やかな

ルールを設け、重

要な地区について

きめ細かなルール

を設けたほうがよい

453

47%

市全域に緩やかな

ルールを設けたほ

うがよい

191

20%

重要な地区に限

り、ルールを設けた

ほうがよい

154

16%

必要ない

74

8%

その他

14

1%

N=960

391 (26.8%)

368 (25.2%)

226 (15.5%)

174 (11.9%)

162 (11.1%)

98 (6.7%)

39 (2.7%)

0 100 200 300 400 500

住宅や店舗等の敷地の緑化

建物のデザイン、色彩、素材

屋外広告物のデザイン・色彩

建物の配置

屋外広告物の大きさ

建物の高さ

その他 N=1458
（複数回答）
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●色彩について 

 

問 9. 建物や屋外広告物の色彩で、不快に思ったことはあるか？ 

・日常生活で不快な色彩は「ない」という意見が 51％と最も多いが、「時々ある」という意見も 44％

挙がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10. 不快に思った色彩は、どのようなものか？ 

・「道路上や店舗前の立て看板やのぼり」が不快な色彩であるとの意見が 31％と最も多く、次いで

「周辺の風景と色合いの違う看板」が 22％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11.  色彩を制限すべきか？ 

・「重要な区域に限り制限し、一般的な地域は極端な色彩のみを制限すべき」との意見が 29％と最

も多く、次いで「極端な色彩のみを制限すべきで、あとは個人の良識にまかせるべき」との意見

が 26％と多い。 

 

 

 

 

  

237 (30.5%)

173 (22.3%)

118 (15.2%)

85 (11.0%)

76 (9.8%)

54 (7.0%)

33 (4.3%)

0 50 100 150 200 250

道路上や店舗前の立看板やのぼり

周辺の風景と色合いの違う看板

周辺の風景と色合いの違う大規模な建物

周辺の風景と色合いの違う幹線道路沿いの店舗

周辺の風景と色合いの違う住宅

周辺の風景と色合いの違う自動販売機

その他 N=776
（複数回答）

よくある

45

5%

時々ある

415

44%

ない

480

51%

9

N=940

271 (28.7%)

245 (26.0%)

177 (18.8%)

101 (10.7%)

88 (9.3%)

62 (6.6%)

0 100 200 300

重要な区域に限り制限し、一般的な地域は極端な色彩のみを制限すべき

極端な色彩のみを制限すべきで、あとは個人の良識にまかせるべき

重要な区域に限り制限すべき

わからない

所有者の表現の自由であり制限すべきでない

周辺との調和を保つため、強く制限すべき

N=944
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●屋外広告物の制限について 

 

問 12. 屋外広告物で、不快に思ったことはあるか？ 

・「不快に思ったことはない」という意見が 72％、「ある」との意見が 28％を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13. 不快に思った屋外広告物の場所は？ 

・不快に思った屋外広告物の場所は、飲食店街（飲み屋街等）が 21％と最も多く、次いで幹線道

路沿線が 17％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

263

28%

ない

667

72%

N=930

90 (20.6%)

76 (17.4%)

59 (13.5%)

42 (9.6%)

32 (7.3%)

29 (6.6%)

25 (5.7%)

22 (5.0%)

18 (4.1%)

10 (2.3%)

5 (1.1%)

3 (0.7%)

26 (5.9%)

0 20 40 60 80 100

飲食店街

幹線道路沿線

主要道路の交差点

商店街

市街地の近郊で大型店等が立ち並んでいる地域

住宅地

温泉地、史跡等の観光地

公園周辺

駅前広場

景勝地

海岸沿い

鉄道沿線

その他 N=437
（複数回答）
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問 14. 不快に思った屋外広告物の種類は？ 

・不快に思った屋外広告物の種類は、「ポスターや置き看板、のぼり旗等」が 26％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15. 屋外広告物を不快に思った理由は？ 

・不快に思った理由として「管理の不行き届き」が 19％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16. 屋外広告物を規制したい場所は？ 

・屋外広告物を規制したい場所としては、「歴史・文化の残る地区」が 33％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

120 (19.0%)

102 (16.1%)

92 (14.5%)

86 (13.6%)

78 (12.3%)

72 (11.4%)

37 (5.8%)

24 (3.8%)

22 (3.5%)

0 50 100 150

管理⇒汚れ、破損、老朽化がひどく見苦しい、又は危険である

色、形⇒色等が刺激的すぎてケバケバしい

大きさ⇒必要以上に大きすぎる

場所⇒いやでも目に入る場所にある

場所⇒周りの景観を損なう場所にある

数量⇒多い、あるいは乱雑・無秩序に集まっている

内容⇒同じ商品や会社名のものが多い

大きさ⇒小さすぎて役に立たない

その他 N=633
（複数回答）

584 (33.4%)

210 (12.0%)

174 (10.0%)

151 (8.6%)

135 (7.7%)

128 (7.3%)

124 (7.1%)

117 (6.7%)

78 (4.5%)

45 (2.6%)

0 200 400 600 800

歴史・文化の残る地区

河川沿い

田園地帯

中心市街地

海岸沿い

幹線道路沿線型商業地

戸建中心の住宅地

里山周辺

高速道路インター

その他 N=1746
（複数回答）

119 (26.3%)

97 (21.4%)

96 (21.2%)

82 (18.1%)

46 (10.2%)

13 (2.9%)

0 50 100 150

ポスターや置き看板、のぼり旗等

電柱や街灯柱に巻き付けたり、袖付けられている広告物

道路沿いの固定されている看板

建物の屋上や壁面等の広告物

ネオンサインやイルミネーション等の照明を利用したもの

その他 N=453
（複数回答）
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●良好な景観まちづくりに向けた取り組みについて 

 

問 17. 良好な景観のために取り組んでいること、又は、取り組みたいことは？ 

・景観のためにできる取り組みとしては、「生垣、庭先、ベランダの花による緑化」が 28％と最も

多く、次いで「自治会等によるまちの清掃活動への参加」が 27％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18. 良好な景観を守り、育てるために今後必要なことは？ 

・今後必要なこととしては、「街路樹・花等による道路の緑化を進める」が 15％と最も多く、次い

で「電線の地中化を進める」が 13％、「公共施設整備の質の向上を図る」が 12％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

415 (27.8%)

403 (27.0%)

226 (15.1%)

143 (9.6%)

105 (7.0%)

81 (5.4%)

74 (5.0%)

47 (3.1%)

0 100 200 300 400 500

生垣、庭先、ベランダの花による緑化

自治会等によるまちの清掃活動への参加

公園や道路の花壇の手入れへの参加

自宅の建替え・改修時に、建物のデザイン・色彩について配慮する

地域で愛されている建物の保存・活用の取組みへの参加

良好な景観まちづくりのための話し合いへの参加

景観に関するセミナーや説明会への参加

その他 N=1494
（複数回答）

369 (14.9%)

315 (12.8%)

304 (12.3%)

212 (8.6%)

171 (6.9%)

158 (6.4%)

143 (5.8%)

142 (5.8%)

122 (4.9%)

113 (4.6%)

110 (4.5%)

88 (3.6%)

81 (3.3%)

46 (1.9%)

41 (1.7%)

28 (1.1%)

26 (1.1%)

0 100 200 300 400

街路樹・花等による道路の緑化を進める

電線の地中化を進める

公共施設（道路、河川、建物等）整備の質の向上を図る

モデル的な美しいまちなみづくり

市と市民の協働の景観まちづくりを支える体制づくり

景観まちづくりの目標等を作成し、パンフレット等を配布する

学校で景観学習の授業を設ける

屋外広告物の規制を強める

個人、企業、自治会等が行う活動への支援

建物のデザイン、色彩、高さについてルールを設ける

住宅・工場等の敷地内の緑化を進める

地域の景観まちづくりを支援するための専門家の派遣

活動を進める上で必要となる情報・資料の提供

景観に配慮した取組みに対する表彰制度

意識啓発、学習機会の提供のための講演会、研修会等の開催

特にない

その他 N=2469
（複数回答）



 

 

 

 

 

“眺めの小路”の一例 

No 名称 

① 八代城下町歴史巡りの“眺めの小路” 

② 水無川沿い 桜並木の“眺めの小路” 

③ 千丁町 いぐさの里史跡巡りの“眺めの小路” 

④ 龍峯地区 古墳群巡りの“眺めの小路” 

⑤ 妙見宮と紙漉きの里の“眺めの小路” 

⑥ 高田地区 南北朝時代史跡巡りの“眺めの小路” 

⑦ 高田地区 高田焼史跡巡りの“眺めの小路” 

⑧ 日奈久温泉街の“眺めの小路” 

⑨ 坂本町藤本・大門地区 球磨川沿いの“眺めの小路” 

⑩ 坂本町上葉木・下葉木地区 球磨川沿いの“眺めの小路” 

⑪ 坂本町上鎌瀬・下鎌瀬・中津道地区 球磨川沿いの“眺めの小路” 

⑫ 東陽町氷川沿い 石橋巡りの“眺めの小路” 

⑬ 東陽町小浦川沿い 石橋巡りの“眺めの小路” 

⑭ 東陽町河俣川・美生川沿い 石橋巡りの“眺めの小路” 

⑮ 泉町古園地区 棚田巡りの“眺めの小路” 

⑯ 泉町岩奥地区 棚田巡りの“眺めの小路” 

⑰ 工場群と樋門群の“眺めの小路” 

⑱ 球磨川沿いと水島の“眺めの小路” 

 

４
．
“

眺
め

の
小

路
”

の
一

例
 

【
全

体
図

】
 

9
6
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①八代城下町歴史巡りの“眺めの小路” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

臥龍梅 八代宮 

札の辻跡とガラッパみこし像 町家（シャッターアート） 
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②水無川沿い 桜並木の“眺めの小路” 

 

 

 

桜並木（水無川）と工業景観 

水無川 
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③千丁町 いぐさの里史跡巡りの“眺めの小路” 

 

 

い
ぐ

さ
の

里
公

園
 

田
園

景
観

と
山

並
み
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④龍峯地区 古墳群巡りの“眺めの小路”  

 

 

 

龍峯山五合目から市街地を望む 

谷川１号古墳 
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⑤妙見宮と紙漉きの里の“眺めの小路” 

 

 

笹垣 しゅうじ 

懐良親王御墓入口 悟真寺参道 
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⑥高田地区 南北朝時代史跡巡りの“眺めの小路” 

 

 

肥薩おれんじ鉄道と柑橘畑 

豊葦原神社（遙拝神社）参道 

球磨川橋梁（奥）と球磨川大橋（手前） 

奈良木神社 



103 

⑦高田地区 高田焼史跡巡りの“眺めの小路” 

 

 

 

 

平山瓦窯跡（遠景） 平山瓦窯跡（近景） 

平山稲荷神社 平山稲荷神社より市街地を望む 
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⑧日奈久温泉街の“眺めの小路” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日奈久温泉神社参道 路地の灯篭 
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⑨坂本町藤本・大門地区 球磨川沿いの“眺めの小路”  

 

 

荒
瀬

ダ
ム

跡
 

藤
本

天
満

宮
 

Ｊ
Ｒ

肥
薩

線
 

坂
本

駅
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⑩坂本町上葉木・下葉木地区 球磨川沿いの“眺めの小路” 

 

 

葉木橋 

上葉木氏神堂 

ウノ岩 

鶴之湯旅館と葉木トンネル 
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⑪坂本町上鎌瀬・下鎌瀬・中津道地区 球磨川沿いの“眺めの小路” 

 

 

球磨川第一橋梁 中津道阿蘇神社 
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⑫東陽町氷川沿い 石橋巡りの“眺めの小路”  

 

 

 

 

 

白
髪

山
天

然
石

橋
 

東
陽

石
匠

館
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⑬東陽町小浦川沿い 石橋巡りの“眺めの小路” 

 

 

里山の集落 

里山の田園景観 
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⑭東陽町河俣川・美生川沿い 石橋巡りの“眺めの小路”  

 

 

笠
松

橋
 

棚
田

と
里

山
の

集
落

 
谷

川
橋

 

河
俣

阿
蘇

神
社

 
美

生
の

棚
田
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⑮泉町古園地区 棚田巡りの“眺めの小路” 

 

 

里山の集落と段々茶畑 段々茶畑 
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⑯泉町岩奥地区 棚田巡りの“眺めの小路” 

 

 

 

 

 

 

里
山

の
集

落
（

遠
景

）
 

里
山

の
集

落
（

近
景

）
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⑰工場群と樋門群の“眺めの小路” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
三ツ島と夕日 八代海と工業景観 

ガントリークレーン クレーン群と船舶 クレーン群と夕日 
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⑱球磨川沿いと水島の“眺めの小路”  
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と
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